FUJIFILM 


n ストラップの取り付け 


且 《 電池を入れる 


電池ぶたを開けまず 電池を入れまず 


電池ぶたを閉めまず 



CLEAR SHOT 

の 


X巿おのストラップを 
ご巧用になる場合は、 
ストラップの強度を 
ご巧話の上、ご巧用 
ください。携帯電話、 
PHS 巧ストラップは 
軽量機器巧ですので、 
ご使用のおは特にご 
ま意ください。 



途中巻を戻しポタン 


ストラップ取り付け部 


フアインダーを 

赤目程巧/シャッター予告ランプ 


フラッシュ巧光部 
フラッシュスイッチ 


レンスカバー開がつまみ 




* 化ず2本とも巧しい、同じ銘柄•桂類のものを巧巧してください。 

水 Ni-Cd 電池は使巧しないでくださし、。 

* アルカリ乾電池では約200コマ撮影できます(当な試験を件じよる）。 
* 巧行やたくさん写真を摄られるときは、巧一の場合に備えて予備の 
電;せをご巧巧ください。巧に巧外では地域によっては電池の入手が 
困巧な場合があります。 

* 気温がイ氏いときには電池の性能がほ下します。電池をポケットの中 
などで温めてからご使届ください。 


フラッシュ発光 OK ランプが点灯するのに10巧な上かかる巧合 
はち•池をを巧してください。 




X 必ず巧に電池を入れて 
か6フイルムを入れてく 
ださい。 



且0フイルムを入れる 


フイルムを入れるときにはレンズカ A " —を閉めてください。 


■使用するフイルム 



X 電池を入れる前にフイルム 
を入れないで<ださい。 


Xフィルムの窝てん-取り化しは、直 
射曰巧を港けて行ってください。 

X握影途中のフィルムび入っている 
とまには街巧に裏ぶたを閒けない 
でください。フイルムを取り出す 
場さは、「巧撮影途中でフィルム 
を取り出すには J をご参照ください。 


• 本おは、フイルムを 
窝てんした6フィル 
ムをスプールにずべ 
て卷さがけ、撮影さ 
れたフィルムをバト 
□-ネに巻を込んで 
いく「プレワインティ 
ング方式」を探用し 
ています。 


C _ 曾{〇 @ 〇_^ 

I 禁てん！ をレワインド]日コマ堤影後] 


裏ぶたを開けまず 



フイルムをゆっくり フイルムの先端を FILM TIP マーク まで 

入れまず 引き出し、スプールの上にのせまず 




* フィルムが由まで入らないときは入れ直 东スプロケットとフィルムの巧がかみ合っていることを確認してください。 

してくださし、。 * フィルムのホ瑞がスプールの上にのっていることを巧詔してください。 

味フィルムを長<引き出しすぎたときは、フィルムを一度取り出して、長さを謂 
節してくださし、。 

Xフイルムカウンターび誤表示されるため、スプ□ケットにが6ないで 
<ださい。 


裏ぶたを閉めまず 


フイルムび自動的にを5れます。 



* フィルムを誤てんして裏ぶたを巧め、 
プレワインド〜1 コマ 目にセットす 
るのに約20巧かかります (24^5 フィ 
ルム使庙睹。 

* フィルム巧詔窓からフィルムのを否 
を確認できます。 



フイルムカウンターにフイルム 
の撮を可能巧巧が表示され 
ていることを確詰します0 



Xフィルムび正しく装てん 
されていないと、フイル 
ムカウンターは"©"の 
ままで、シャッターび切 
れません。撮影可能な 
フィルムを正しくおてん 
し直してください。 

* 電池容量がなくなってぃる 
場合、フィルムの規をけ巧 
までをられなぃことがあり 
ますので、ごを意ください。 



FILM TIP7 —ク 


I-ファインダーおお部 


□撮驚しよラ 


〇電源を入れます 


@構回をミ夫めます 


© シャツターを 切ります 





且〇フイルムを取0出す 


A 最後の1コマを撮り終わる 
W と、フイルムが自動的にき 
さ戻されます。 

陪きき戻しび壳了すると、フイルムカ 
ウンターに"が’が表示されます。 



必ずモーターが止まり"©—び表巧され 
たことを確認してください。 



‘巧"が表示される前【こ裏ぶたを開けよう 
とすると、みのようなをれがありますので 
ごま意ください。 

• フィルムが感光する。 

• 々のフィルムを入れたときにすぐにをき 
戻されてしまい、"が表示される。 


裏ぶたを開けまず 



フイルムを取り出しまず 





□ Q ± i 撮驚違中でフイルムを 
取り出すには 


レンズカパーを閉め、 OQsa ボタンを約1申ぶ間巧しまず。 


降©離ずと、巻き戻しび開始されます。 

陪卷き戻しが究了すると、フイルムカウンターに 
"©"が表巧されます。 



必ずモーターび止まり "©" が表示されたことをお認 
してか6フィルムを取り出してください。 


カメラにフィルムが 
入っているとをのごを意 


フイルムび入つているときは、 
絶対に裏ぶたを開けないで<だ 
さし、。 

@フィルムび入つているとまに裏ぶ 
たを問けてしまつた5、そのまま 
まぶたを巧めてください。 

* 裏ぶたを巧めると、自動的【こフィルム 
が卷き戻され、"が'が表示されます。 
* きき戻されたフィルムは再堤影できま 
せん。 


★ ただし、本援はプレワインデイング 


X巻を戻したフィルムは再撮影でをません。撮影途 
中でフィルムを現像におしたいとをむかは Q22 ボ 
タンを押さないでください。 

ネ Qs ボタンはホ端のとがったもので押さないでください。 


方式を採用しているため、最後に 
撮影した1コマむ州ま光カプリか5 
守5れています。 



フラッシュ撮露 (室内 • 量天時•日陰•夜間 • 逆光での撮影) 


〇フラッシュスイツチを 4 on 
に合わはまず。 



© フラッシュ発光 OK ランプが点 
灯していることを確認しまず。 



€>シャツ ターを 切ります。 



Xフラッシュスイッチを 4 on にさわ 
せたままが置ずると、電池が消耗 
しまず。すぐにフラッシュ握影しな 
いときはフラッシュスイッチを戻し 
てぐださい。 


フラッシュを光 OK ランプが点灯 
するまでに10秒な上かかる場合 
は、ち池をを巧してください。 



■フラッシュ撮影距離 


フィルム感度によってフラッ 
シュ化の届く距離が異なりま 
す。暗いところではフラッシュ 
撮を S 巨難にを意して撮影して 
ください。 


フィルム感度 

フラッシュ撮影距醒 

旧0100 

1.2m~2.0m 

ISO 200 

1.2m~3.0m 

ISO 400 

1.2m 〜 4.0m 

ISO 800 

1.2m 〜 6.0m 


(カラーネガフィルム使用時) 



□ ホ目軽減撮驚 



シャッターポタンを 
半巧しずると、ホ目 
軽減ランフぴ点巧し 
まず。 

約1が間シャッター 
ポタンを半押しした 
を、シャッターを切 
0ます。 


■赤目現象について 


人物を暗いところでフラッシュ堤影した 
場合、目がホく写ることがあります。こ 
れは、フラッシュの化が目の中で反射す 
ることにより起こる現象です。ホ目をお 
こりに<くするためじは、ホ目轻滅摄影 
すると共に、 

• 撮5れる人にカメラの方にネ見綜を 
向けてを5ラ 

• なるべく近づいて撮おする 
などするとより効果的です。 


















































































































































































































































































































まな仕様 


在用フイルム 
画面サイズ 
レンズ 
フアインダー 
お離調節 
シャツタ _ 
雷光調節 
フイルム装てん 
フイルムお送 

フラッシュ 


フィルムカウンター 
電 源 

その 化 

大をさ 
質量（重さ） 


135 (35 mm ) 口ールネガフイルムり so 100、200、400、 800) 

24mmX36mm 

フジノンレンズ2群2巧揖成 f=33mm 1:8 
逆ガリレオまファインダー 0.67 倍 
1.2m 〜〇〇 

楼械まシャッタ ー(1/100 れ'固を） 

固を 

才ートローディング方式 

電動まプレワインディング方ま自動巻き上げ自動巻き戻し途中巻き戻し可能 
(途中をき戻しボタンじよる） 

内扇フラッシュ(フラッシュスイッチじよる ON/OFF 切り替え）充電時間：約6巧 
フラッシュ発光 OK ランプホ目居ミま機能付き（シャッターボタン半押しで LED によるプ 
リお ㈱ 
逆算式 

単4おアルカリ乾電池2本 

レンブカバー巧でシャッターま全ロックおよび充電ま全□ック 
100.0 mmX78.0mmX39.5mm (突起部除 <) 

120g (電池別） 


味せ巧•性能は、予告なく変更する場合がありますのでご了承ください。 


このぶ5なとをは 



■ 操作中このよラなとまは… 


このよ5なとをは 

ここをチェック 

こ5して < ださレ> 

シャッターが切れ 
なし、。 

① レンズカバーが巧まっていませ 
んか。 

② フィルムは装てんされていま 
すか。 

③ フィルムカウンターに"が'が 
表示されていませんか。 

④ プレワインド中、フィルムをき 
上け‘中に電池をがしませんでし 
たか。 

① レンズカバーを開けてください。 

② 未使用のフィルムを正しくおてんしてくださし、。 

③ 裏ぶたを開け、フィルムの巧態を確認します。 
•復を巧みのフィルムザ入っている場合は、フィルム 

を取り出して、ホ巧巧のフィルムを装てんしてくだ 
さい。 

• フィルムのを端が円 LM TIP マークまで引き出され 
ていない、あるいは円 LM TIP マークよりも引き出 
しすぎている場合は、フィルムの克端が FILM TIP 
マークにさうようにフィルムの長さを調整し、正し 
く誤てんし直してください。 

④ 巧障の原因となりますので、プレワインド中、 
フィルムをき上け'中に電池を外さないでくだ 
さい。 

フィルムを入れ 
て裏ぶたを巧め 
たが、フィルムカ 
ウンターが"台" 
から進まない。 

• フィルムのホ捕げ ILMTIP マー 
クまで引き出していますか。あ 
るいは FILM TIP マークよりも引 
き出しすぎていませんか。 

• フィルムのホ端が円 LM TIP マークに合うように 
フィルムの長さを謂整し、正し<禁てんし直して 
ください。 

フィルムを入れ 
て裏ぶたを巧め 
たが、フィルムが 
巻き戻され、‘‘©" 
が表示される。 

• フィルムを取り出すときに、 
モーターが止まり"毎"が表示 
される前に裏ぶたを開けません 
でしたか。 

• フィルムを取り出すときじは、也、ずモーターゲ止 
まり"©"が表示されたことを確認してから裏ぶ 
たを開けてください。 

プレワインド中、 
フィルムの規定巧 
巧までいかずに 
途中で止まってし 
まった。 

• 電池容量がな<なっていませ 
んか。 

■新しい電池じで換してくださし、。ただし、電池 
をで換してもプレワインドしないことがあり、規 
を枚致の垣をができないことがあります。 

途中でフィルム 
がをき戻されてし 
まった。 

• フィルムが入っているときじ裏 
ぶた開放つまみを動かしません 
でしたか。 

• フィルムが入っているときじは、裏ぶた開巧つま 
みを動かさないようにごを意ください。 

フィルムを巻き戻 
している途中で止 
まってしまった。 

• 電池容量がな<なっていませ 
んか。 

• 新しい電池に交換してください。電池交換後、 
再度 Q±i ボタンを押してください。 

フィルムを巻き戻 
し按わってち、フィ 
ルムカウンター 
が "©"にならな 

い。 

• スプロケットに軸りませんでし 

• 撮影中のフィルムを最後までを 
き戻しせずに取り出しませんで 
したか。 

• スプロケットをホに回して、フィルムカウンター 
を‘‘©" に戻して ください。 

フラッシュが発ホ 
しない。 

①フラッシュスイッチを iON じ合 
わせていますか？ 

⑤フラッシュ発光 OK ランプが点 
灯したのを巧認してからシャッ 
夕一を切りましたか。 

⑤電;せが正し<乂っていますか。 

①フラッシュスイッチを iON じ含わせてください。 

⑤フラッシュ発光 OK ランプが点灯する前にシャッ 
夕一を切ると、フラッシュはを化しません。フ 
ラッシュ発光 OK ランプが点灯したのを確認して 
からシャッターを切ってください。 

⑤単4おアルカリ乾電池2本を正しし响きじ入れて 
ください。 



■プリントびこのよラなとまは… 


このよ 5 なとをは 

ここをチェック 

こ 5 して<ださい 

面面がぼんやりし 
ている。 

① 1.2m より近づいて撮をしませ 
んでしたか。 

⑤レンズが巧れていませんか。 

③カメラのブレではありません 
か。 

① 1.2m じ(上雜れて撮影してください。 

⑤レンブをきれいにしてください。 

③カメラをしっかり语え、シャッターボタンを静か 
じ巧してください。 

面面が暗い。 

①暗いところでのフラッシュ撮を 
で、巧写体が遠すぎませんでし 
たか 

⑤フラッシュ撮影時にフラッシュ 
発光部に指が掛かっていません 
でしたか。 

③窓際などの逆光撮影ではあり 
ませんでしたか。 

① 規をのフラッシュ撮影距强內で撮をしてくださ 

い。 

② フラッシュ発光部に指を掛けないでください。 

③ フラッシュ撮影してくださし、0 


製品保証規定 


1. 巧証の巧容 

ご茵乂衡年山リ巧に巧一この契品が；技障したときは、巧証書を添えてごお乂店または害±フイルムサービスステーシヨンにち届 
けください。無料で爸理いたします。 

なお、ち届けいただく原の蛋賃などの註育用は、おぎ柱にてご負巧房います。また、おちい上け店と巧社間の運賃 M 巧かりに 
つきましては、る常の括送方法とまなるち巧をとった坦き(定期便 jy 列を使用した巧合)は一部ご負巧いただく巧さがあります。 

2. 々の為含はな証巧巧巧でも上記1.のな証規をは適用されません(径巧可おのる合はちおで悟巧をも引きをけします）。 

イ.慢理ごな箱の原、巧証書の巧示またはをがのないもの。 

口.巧証番じご唐乂年月日、巧売店をが記入されていない巧を、または記«事ちを訂正された奋さ。 

/、.き±フイルムサービスステーシヨン。かで々苗、巧!！されたもの。 

二.义が、巧»、風水きなどの天災によるち巧、巧障。 

ホ.お®巧上の不を意(巧用説巧番なかの誤揉作、を下、衝草.水巧かり、巧 • おのが隹、カメラ巧がへの水•致•おの入り込 
みなど）、保さ上の不備请坦多なやナフタリン、しょうのうの入った奋巧での巧管）.お手入れの不巧(かびをまなど)によ 
り生じた巧跨。 

へ.本巧じせおしているか属品損(ストラップなど)および消巧を(軍ホ類など）。 

卜.«記 ly 夕け巧社の責に掃すことのできない原因によりをじた巧跨。 

チ.さ部点榜，巧密检査、み辑巧除などを特別に巧巧されたもの。 

3. 本裝品にがするな註は«記の的囲に振られます。本お品のは障に起因する付®的損害 （« 影に要した註賛用、巧おによって 
得るであろうがなの損失.巧巧的なちきなど)の巧«には巧じかねます。 

4. 本な証書は日本国内においてのみ有巧です。 

■ ご-ま意 

1 . 本な証書は前記のな証規定により巧料ち巧をお巧まするもので、これによりおぎ横のを绎上の権利を制巧するものではあり 
ません。 

2 . 本な証書の表示についてご不巧の点は、巧用設巧書、カタログなどに記載されている巧社カメラを*巧営ミ巧かおおくのき± 
フイルム営お巧や富±フイルム サー ビスステーシヨンにお P 月いさわせください。 


呵 FUJIFILM 保証書 

船名 CLEAR SHOT U ご MA 年月日_#_0_0 

おち巧_ 棟 TEL 

ごな巧 

店を印 


Printed in Indonesia FGS- 305107 -Ci-02 


まをにごほ用いただくために 


ア フターサー ビスについて 


参この製品わよぴ付属品は、写真撮影 W かの目的に使用しなし、でください。 

参製品のま全性には十々配慮しております於下記の内容をよくお読みの上、正しくご使巧ください。 
参この説明書はお読みになった巧で、いつでも見られるところに也ボイ呆管してくださし、。 


也警含 

A ミち意 

この表示を無巧して誤った取り扱いをすると、人 
が巧 t または重语を負う可能性が想をされる巧容 
を示しています。 

この表示を無ネ見して誤った取り扱いをすると、人が语 
害を負う可能性が想をされる巧容、わよぴ物的援害 
のみの発生が想をされる內容を示しています。 


_ A 警告_ 

® 祐えホに々解しないでください。感電のをれがあります。 

A を下などにより内部が露出したときは、給対に軸れないでくださし、。高圧回路があり感電する恐れ 
があります。 

ぶ\カメラ(電池)が熱くなる，煙が出る、焦げ臭いなどのま常を感じたときは、ただちに電池を取り出し 
てください。発义ややけどのをれがあります(電化を取り出す原、やけどには十みご•ま患ください)。 
(S) フラッシュを人の目に近づけて発光しないで< ださし、。一時的に巧力に影誓することがあります。 
特に乳幼児を撮影するときは気をつけてください。 

A カメラを水中じちとしたり、內部に水または金属やま物などが乂ったときは、ただちに電化を取り 
出してください。発熱•発义のをれがあります。 

引义性の高いガスが充満している場巧や、ガソリン、ベンジン、シンナーなどの近<でカメラを使 
巧しないでください。矮発や発义•やけどのをれがあります。 

/ K カメラは乳幼児の手の届かないところに置いてくださし、。乳巧旧が誤ってストラップを首に巻き 
付けると、窒息する巧れがあります。 

^電池の々招、加熱、义中への巧乂、巧電、シヨートは紀讨じしないでください。巧裂のをれがあります。 
^指をおかの電池を梗わないでください。発熱•発义の恐れがあります。 

A 電池は乳巧巧の手の届かないところに置いてくださし、。乳巧児が誤って巧み込む巧れがあります。 
万一巧み込んだ場合じは、ただちに医師の診察ををけてください。 


_ A ; ま意_ 

A カメラをめらしたり、めれた手で班ったりしないでください。感電の原因となることがあります。 
A 自転車や自動を•列車などを運転している人に向けて、フラッシュ発光撮ををしないでくださし 
交通事巧などの原因となることがあります。 

A 電化の©谷を誤って装てんしないようにご'ま意<ださい。電あの破裂、巧もれじより、発义、けがや 
商困を巧損する原因となることがあります。 



このマークは、安全性、衛生、環ち巧ぴ消夏者保譲に関する EU (欧州 
連合)の要ボ事項を、製品が満足していることを証明するものです。 
{CE とは ヨーロッパ 詔をに onform け台 Europeenne) の略） 


わ手持ちの製品が故障した場合口よ、々の要領で修理させていただきます。ご菌乂店または富±フイルムサービ 
スステーシヨンじ直接お申し出ください。それ W かの貴は、ご容がいただきます。なお、保証、使い方などのご 
不明な点じつきましても、下記に記載の巧社カメラ事業部営業部カホ近くの富±フイルムき業巧やき±フイルム 
サービスステーシヨンをごが用ください。 

♦無料修理 

巧障した製品についてはご目青乂年月日、販売店をの記入された、ご黄入日より1年!■ソ巧の保証書が添付されている 
場合じは、■(呆証書に記載されている巧容の範囲內で、無料修理させていただきます。 

* 詳し<は、製品巧認規ををごちください。 

•有料修巧 

イ呆証期間を過ぎた慢巧は、原則としてを料となります。イ呆証期間のであっても、下記のような場合はすべてを料 
となります。また運賃諸掛かりは、おぎ横にてご負坦顆います。 

1. 修理ご依精のお、イ呆証書の提示または添付のないもの。 

2. 巧証書にご廣乂年月日、巧売店ちが記入されていない場合、または記載事項が訂正された場合。 

3. 富±フイルムサービスステーシヨン]^^かで々招、修巧されたもの。 

4. 义巧、地震、風水害などの天災じよる損傷、巧障。 

5. わ取扱上の不を意(使巧説明書 W 巧の誤操作、落下.衝養、水掛かり、巧•泥の付着、カメラ巧巧への水‘巧- 
泥の乂り込みなど）、イ呆营上の不お（高温を湿やナフタリン、しょうのうの入った場所での巧管）、お手入れの 
不備(かび発生など)じより生じた故障。 

6. 巧記た i かで巧巧の責じ帰すことのできない原因じより生じた巧障。 

7. を部点検、精密検査、み解掃除などを特別に依頼されたもの。 

♦修理不能 

違(冠)水、強度の衝章、その他で損傷がひどく、巧障おの性能に復元できないと思われるもの、わよび部品の手 
当が困匪なものなどは修理できない場合もありますので、お近<の富±フイルムサービスステーシヨンにわ問い合 
わせください。 

•修理部品の巧ち期間 

この製品の巧修巧部品は、製造打ち切り巧5年を目まに保有しておりますので、この巧間中は原則としてお巧をお 
引きまけいたします。なお、部品保有期間お了をでも修理できる場合もありますので、詳しくはご購入店かお巧く 
の富±フイルムサービスステーシヨンじお問いさわせください。 

♦修理ご化精に際してのごを患 

1. 巧証規をじよるお巧をお申し出じなる場合口生、'丘、ずイ呆証書を添えてください。 

2. ご購入店や富±フイルムサービスステーシヨンで、ご指をの修理箇所、巧障内容を詳しくご説明ください。巧 
障の巧態によっては、事巧となったフィルムなどを添えてくださると修理な業の参考になります。 

3. 修理箇所のご指をがないときは、巧社ではを部点検をはじめ品質、性能上化要と思われるすべての箇所を修 
ちしますので、料をが富<なることがあります。 

4. 修理料金が高く見込まれる修理のときはの〇〇〇円 t ソ上は連緒してほしし、」とを額をご指をくださし、。ご指 
をのないときは2,500円 L ソ巧の料金で修理完了する場合は修理をすすめさせていただきます。 

5. 修理に関巧のなし咐属品煩は、お失などの事故を避けるため、修理品から取り巧しても’キもとに巧管してくだ 
さい。 

6. 修理のためじ製品をが送される場合は、ご廣乂時のか箱などじ入れてしっかりを装し、化ず書留小包でお送 
りください。 

7. 修理期間は故障內容によりをか違いますが、廣重な調整検査を行いますので、普通修巧品の場合は营±フイ 
ルムサービスステーシヨンで、お預かりしてから通南7〜10日位をご予定くださし、。 

♦巧か旅行中の巧障 

あが巧行中に故障した場をは、巧かを地の富±フイルム巧か現地法人または富±フイルム巧理店をご利用くだ 
さい。富±フイルム巧か現地法人、代理店の巧を化一ち表はお近くの富±フイルムサービスステーシヨンにおた 
ずねください。なお、巧かでの梅巧は巧応できない場合がありますので、あらかじめご了承ください。 


取扱上のお願い 


1. カメラは精密樸械ですから、水じめらしたり、ちとしたりしてショックをちえないでください。 

① 海ぶや小雨の中などで使巧するときは、水が掛からないようにごを意ください。また、砂の掛かりやすい 
ところには置かないでください。 

② ちとしたり、固いものにぶつけるとを障の原因になります。ま t 振動が加わるところ（自動車のトランクな 
ど)じ巧置しないでください。 

2. 長時間お使いじならないときは、高温•多湿•有害ガス(タンスの中のナフタリン、しょうのう化）•ホコリなど 
のを鲁の少ない、思通しの良いところに巧管してください。 

3. 閉めきった自動車の中などじ長時間放置しないでください。 

4. 飛行機をご利巧の際、モ現像のフィルムやフィルムの乂ったカメラは機巧持ち込みされることをおすすめしま 
す。 預け入れ荷物に入れた場合、X巧検査でカブリなどのを誓が出る場合があります。 

5. レンブ、ファインダーなどザ巧れたら、ブロアーブラシでホコリを化い、柔らかいホで轻くふきとってください。 
それでも取れないときは、富±フイルムのレンブクリーニングぺーパーじレンブクリーニングリキッドを少量つ 
けて、居くふいてください。アルコール、ベンジンなどの有楼溶剤は使わないでくださし、。 

6. フィルム室にホコリがあると、フィルムを傷つけることがあります。ブロアーブラシで化って清掃してください。 

7. フィルムの裝てん-取り出しは、直が日光を避けて巧ってください。 

8. このカメラの使巧温度範困は一5で〜+40でです。 

9. 寒冷地では電油の性能が化下しますので、ホ服の內側に入れるなどして、温めてからご使巧ください。 なわ一 
時的に性能のほ下した電池は、常温に戻れば性能が回復します。 


啤 FUJIFILM 


富±写真光お株式会社 




»お頁い上げおおじついてのお P 月いをわせは… 

写真光機巧まを社カメラ事#班普業が干331-扣24巧玉》さいたまホ化区な巧町 1T 目324を巧 


TEL (048) 6枕-2236 


♦ホ«!»品のお田いをわせはこ 
«±写真フ1 



ちらでも#ります 

〒加 0-0002 化«ホ中巧区；！にを西 4-2 化# =井ビル別店 


♦お■い上け K 品の巧理の S 巧は… 

化巧；古±フイルムサービスステーシヨン 
化台：古±フイルムサービスステーシヨン 
束ま；古±フイルムサービスステーシヨン 
»±フォトサロン • まを 
を古匡：古±フイルムサービスステーシヨン 
大巧；*±フイルムサービスステーシヨン 
■±フオトサロン•大旧 
に a ;古±フイルムサービスステーシヨン 
巧 H ;古±フイルムサービスステーシヨン 


TEL (011)218-5575 

〒如 0-0811 仙台ホモ葉区 一S 巧4"6-1仙を第一生おタワービル TEL(022)216 -的的 
干106-扣20まを都ち区西なホ 2-26-30 TEL (的） 3406-23 肝 

〒が 0-00 加ち古屋巿中区巧 2-10-19 ち古屋巧エさな雨ビル TEL (052) 203-5262 

干541 -0051 大应市中巧区巧巧即 3-5-1 1 TEL (06) 6205-6421 

干 732-081 6広*ホち区比を山本田1も35広*を実で化センタ- TEL(082) 250-0755 
干812-加け再 S ホ巧多区住ま 3-1-1 TEL (092) 281 -0255 


化し (03)3436-1315 
TEL (03) 3571-9411 
TEL (052) 202-1851 
TEL (拓 ）6260- 0915 
TEL (06) 6346-0222 
:玄化センター TEL (082) 256-3511 
TEL (阳 2) 祉1 "48 的 


«虫*.日 B. 巧日、年ち年! 
•ま宙、ちる S. 大巧： ■ 
ただし.爱け*し S 務の 


.ホ年6は休*させていただミます。その做 
.； 言±フイルムサービスステーシヨンは，は#の±«1 

_ .. 爱け*し*!務のみとなり S す。 

♦ ■±フオトサロン-*京，大巧は置け宙し#巧のみです。 



は営«してホりちす。 
















































































